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【回答にあたってのお願い】 

１．アンケートは、宛名のお子様の保護者の方がお答えください。 

 

２．回答は、選択肢に○をつけていただく場合と、数字などを記入いただく場合が
あります。設問により〇をつける数が異なりますので、ご注意ください。 

3．設問によって、お答えいただく方が限られる場合があります。ことわり書きに
従って回答いただき、該当しない場合は次の設問にお進みください。 

4．ご記入後は、同封の返信用封筒に入れ、投函してください。（切手不要） 

投函期限：令和６年 2 月 16 日（金） 

本アンケートは、WEB で回答していただくこともできます。 

ご希望の方は、右横の二次元コードから専用フォームにアクセスしてください。 

URL：https://www15.webcas.net/form/pub/websurvey/hino_mihogo 

ＩＤ：＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

＜問合せ先＞ 日野市子ども部子育て課 地域青少年係  

TEL 042-514-8579（直通） E-MAIL jidouf@city.hino.lg.jp 

日頃より市政にご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございます。 

市では「新！ひのっ子すくすくプラン（第 2 期日野市子ども・子育て支

援事業計画）」に基づき、子ども・子育て支援施策を推進しておりますが、

本計画が令和６年度で満了することから、現在、新たに若者支援を加えた次

期計画の策定作業を進めているところです。そこで、就学前の年齢のお子様

がおられるご世帯の教育・保育・子育て支援に関する「現在の利用状況」や

「今後の利用希望」を把握し、次期計画に活かすためのニーズ調査を実施さ

せていただきます。 

調査の実施にあたっては、住民基本台帳の中から該当する年齢のお子様

1,500 人を無作為で抽出し、調査票を送付させていただきました。回答い

ただいた調査内容は、今後の子ども・子育て支援施策を進めていくための

基礎資料としてのみ利用し、回答者個人が特定されたり、個々の回答内容

が他にもれたりすることは一切ございません。 

ご多忙のこととは存じますが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力 

くださいますようお願い申し上げます。                            

令和６年１月 

 日野市長 大坪 冬彦 



 

事業一覧 
マ マ パ パ ク ラ ス：安心して妊娠・出産を迎えられるよう、ママとパパを対象に、地域での子育て 

          仲間を作ることを重点に教室を開催 

家庭教育に関する学習講座：家庭教育の充実や保護者の教育力向上を図るための、家庭教育学級や生涯学習 

課による講演会など 

就 学 相 談：発達の状態や特性の種類・程度を考慮しながら、その子どもに適した学校・学

級がどこであるかの相談を実施 

保育所や幼稚園の園庭等の開放：園庭を定期的に開放し、子育て家庭が安心・安全に外遊びができる場所を提供 

児 童 館：0 歳から 18 歳までの子どもとその保護者が気軽に集える場所。子どもの健や

かな育成を目的に、家庭・地域・学校と連携し、子育て・子育ち支援を実施 

ファミリー・サポート・センター：手助けが必要な方（依頼会員）と、手助けができる方（提供会員）が、困った

ときはお互い様の気持ちで「助け合う」、有償ボランティアの会員組織 

子ども家庭総合相談（子ども家庭支援センター）：子育ての疑問や質問、悩みや不安などの相談（電話や面談） 

子 育 て サ ー ク ル：子どもとその保護者が定期的に集まり、遊びながら友達作りや情報交換、子育

ての悩みを相談しながら「子育てを共にしていこう！」とするサークル活動 

子育てひろば事業：乳幼児とその保護者の方が立ち寄り、遊んだり、相談したり、情報を得たりで

きる場を提供。保育園や児童館でも実施 

ひのっ子の子育て・子育ち「知っ得ハンドブック」：安心して楽しみながら子育てするために、日野市の子育て情報をまとめたもの 

子育て情報サイト「ぽけっとなび」：市の子育て支援や子育てに役立つ情報を伝えるための「子育て情報」に特化し

たサイト 

病児・病後児保育事業：病気中や病気の回復期にある 0 歳から 10 歳未満の子どもを、仕事や冠婚葬祭

などの理由により家庭での保育が困難な場合に一時的に保育する事業 

ショートステイ事業：家庭における養育がさまざまな事情で困難になった場合に、子どもを一時的に

宿泊を伴って預かる事業 

トワイライトステイ事業：ご家族の入院、勤務での残業、地域活動や学習活動への参加などの事情で、一

時的に夜間の保育ができないときに子どもを預かる事業 

一 時 保 育 事 業：家族の入院・通院・介護、育児疲れ、仕事や通院等様々な事情で一時的に保育

ができないとき、子どもを預かり、保護者の育児の負担を軽減する事業 

休 日 保 育 事 業：休日に、就労等により子どもの保育が出来ない場合に、保育園で預かり保育を

する事業 

夜 間 保 育 事 業：保護者が仕事などの理由で夜間に家庭での保育ができない場合に、保育を実施 

する事業 

認 証 保 育 所：東京都の認証を受けた保育施設 

学 童 ク ラ ブ：保護者が就労等により昼間家庭にいない子どもを対象に、適切な遊びと生活の

場を提供し、児童の健全な育成を図ることを目的とする事業 

放課後子ども教室「ひのっち」：給食のある平日の放課後、小学校全 17 校の教室、校庭、体育館などを活動場

所として、地域の協力を得て実施する放課後の子どもの居場所づくり事業 

放課後等デイサービス：障害のある子どもの生活能力の向上に必要な訓練、社会との交流の促進等の支

援を行う事業 

ひとり親家庭のしおり：ひとり親家庭の支援のための、相談窓口の案内や利用できる制度等をまとめた

冊子 

プ レ ー パ ー ク：自分の責任で自由に遊ぶことをモットーに、整備された公園等ではなく自然 

          の中で子ども達が思いっきり遊ぶことができる場所 

子 ど も 食 堂：地域住民等による、無料または安価で子どもやその保護者等に食事や居場所、 

          地域との交流の場を提供する取り組み 

無 料 塾：地域住民等による、様々な事情で塾に通えなかったり学校以外に勉強する場が 

          ない等といった子どもの学習支援を行う取り組み
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Ⅰ‐１ 子育て環境や子育て支援の現状についてお伺いします。 

Ⅰ 地域における子育て支援について 
 

 

 
問１ あなたは、子育てを楽しいと感じることが多いですか。それとも辛いと感じることが多

いですか。（あてはまるもの１つに○） 

１．楽しいと感じることの方が多い 

２．楽しいと感じることと辛いと感じることが同じくらい 

３．辛いと感じることの方が多い 

４．その他（                              ） 

５．わからない 

 

問２ あなたは、子育てをしていて、不安や悩みなどはありますか。 

（あてはまるもの１つに○） 

１．すごくある  ２．少しある  ３．ほとんどない 

 

問３ 子育てに関して日常悩んでいること、または、気になることはどのようなことですか。

（あてはまるものすべてに○） 

１．病気 

２．発育・発達 

３．食事や栄養 

４．育児の方法がよくわからない 

５．しつけの仕方がわからない 

６．子どもとの接し方に自信がもてない 

７．子どもと触れあう時間を十分に取れない 

８．話し相手や相談相手がいない 

９．仕事や自分のやりたいことが十分できない 

１０．子どもの教育 

１１．子どもの友だちづきあい（いじめなどを含む） 

１２．登園しぶりなどの問題について 

１３．子育てに関しての配偶者・パートナーの考え 

１４．自分の子育てについて、親族・近隣の人・職場等周囲の目が気になる 

１５．配偶者・パートナー以外に子育てを手伝ってくれる人がいない 

１６．子どもを叱りすぎているような気がする 

１７．子育てのストレスがたまって、子どもに手をあげたり、世話をしなかったりしてしまう 

１８．地域の子育て支援事業の内容や利用方法がよくわからない 

１９．子どもと安心して遊びに行ける場が少ない 

２０．子どもだけで安心して遊べる場が少ない 

２１．子育て仲間と出会える場が少ない 

２２．子どもの気持ちがくみ取れない、わからない 

２３．子どもに対する性教育 

２４．その他（                        ） 

２５．特に悩んでいることはない 
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問４ 以下の質問は、母親・父親を問わずご自身の視点でお答えください。産後に不安や負担

は感じましたか。（あてはまるものひとつに○） 

１．とても感じた（感じている） 

２．時々感じた（時々感じている） 

３．あまり感じなかった（あまり感じていない） 

４．まったく感じなかった（まったく感じていない） 

 

問５ 問４で、１または２に○をつけた方にお伺いします。それはどんな内容ですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

１．出産や育児による体の疲れ 

２．上の子・下の子との育児の両立が難しい 

３．十分な睡眠がとれない 

４．イライラしたり落ち込んだりする 

５．自分の時間がとれない 

６．自分の育児方法が正しいのか分からない 

７．家事ができない 

８．子どもが泣きやまない 

９．授乳をめぐるトラブル 

１０．仕事への復帰や仕事との両立が大変 

１１．子育てにお金がかかる 

１２．ほかの子どもと自分の子どもの発達などを比べて不安になる 

１３．子育てに自信が持てない 

１４．まわりに育児の協力者が足りない 

１５．配偶者・パートナーとの関係がうまくいかない 

１６．相談できる友人がおらず、孤独感を感じる 

１７．ほかの親（ママ友など）との関係がうまくいかない 

１８．その他（                        ） 

 

問６ 産後にどのような支援を受けたかった、受けたいですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

１．お子さんを預かるサービス付きの母親が休息できる宿泊サービス 

２．配偶者・パートナーへの育児技術指導 

３．宿泊しながらの赤ちゃんへのケア方法指導（ベビーマッサージやスキンケアなど） 

４．日帰りでの赤ちゃんへのケア方法指導（ベビーマッサージやスキンケアなど） 

５．１日を通した赤ちゃんとの接し方指導 

６．夜泣きに関する指導 

７．授乳のペースや方法の指導 

８．宿泊しながらの乳房ケアサービスと指導 

９．日帰りでの乳房ケアサービスや指導 

１０．沐浴、お風呂の入れ方の指導 

１１．自宅での育児や不安に関する相談サービス 

１２．自宅での育児技術に関するアドバイス、指導 

１３．その他（                        ） 
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問７ あなたは、子育てに関する以下の相談窓口を知っていますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 １．子ども家庭支援センター 

２．発達・教育支援センター「エール」 

３．子育てひろば 

４．児童館 

５．公立保育園の子育て相談 

６．民生委員 

７．その他（             ） 

８．どれも知らない 

 

問８ 相談窓口を利用するために必要な条件は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．相談しやすい雰囲気であること 

２．相談内容に応じた専門員が配置されていること 

３．相談する際に、誰にも聞かれないようにしてあること 

４．相談したことが誰にも知られないようにすること 

５．相談の間、子どもを預かってもらえること 

６．相談できる日、時間が選べること 

７．予約を必要としないこと 

８．相談する場所が近くにあること 

９．交通の便がよいこと 

１０．駐車場があること 

１１．その他（                              ） 

１２．特にない、わからない 

 

問９ ご家庭では、あて名のお子さんを、どのようなときに叱りますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

１．危ないことをしているとき 

２．生き物をいじめたとき 

３．うそをついたとき 

４．返事やあいさつをきちんとしないとき 

５．友だちをたたいたり、意地悪をしたとき 

６．悪さやいたずらをしたとき 

７．後片付けをしないとき 

８．言葉遣いが悪いとき 

９．公共の場で迷惑をかけるとき 

１０．保護者の言うことを聞かないとき 

１１．指しゃぶりをしたとき 

１２．排泄がきちんとできないとき 

１３．その他（                              ） 

 

問１０ お子さんに対して、思わずたたいたり、心を傷つけてしまうような言動をしたり、 

お子さんの相手や世話をしないことがありますか。（あてはまるもの１つに○） 

１．よくある 

２．たまにある 

３．したいと思うことはよくあるが、行動には移さない 

４．ほとんどない 

５．まったくない 
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Ⅰ‐２ 子育て環境についてお伺いします。  
 

問１１ 日頃、お子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

１．日常的に祖父母等の親族に預かってもらえる           

２．緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族に預かってもらえる  

３．日常的に子どもを預けられる友人・知人がいる          

４．緊急時もしくは用事の際には子どもを預けられる友人・知人がいる 

５．いずれもいない                        

 

問１２ 問１１で、１または２に○をつけた方にお伺いします。 

祖父母等の親族にお子さんをみてもらっている状況についてお答えください。 

（あてはまるものすべてに○） 

１．祖父母等の親族の身体的・精神的な負担や時間的制約を心配することなく、安心し
て子どもをみてもらえる 

２．祖父母等の親族の身体的・精神的な負担や時間的制約が心配 

３．自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい 

４．子どもの教育や発達にとってふさわしい環境であるが、少し不安がある 

５．その他（                                ） 

 
問１３ 問１１で、３または４に○をつけた方にお伺いします。 

友人・知人にお子さんをみてもらっている状況についてお答えください。 

（あてはまるものすべてに○） 

１．友人・知人の身体的・精神的な負担や時間的制約を心配することなく、安心して子
どもをみてもらえる 

２．友人・知人の身体的・精神的な負担や時間的制約が心配 

３．自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい 

４．子どもの教育や発達にとってふさわしい環境であるが、少し不安がある 

５．その他（                                ） 

 

問１４ 子育て（教育を含む）をする上で、気軽に相談できる人はいますか。また、相談で 

きる場所はありますか。（あてはまるもの１つに○） 

１．いる／ある             ２．いない／ない  
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Ⅰ‐３ 地域での子育て状況についてお伺いします。 

問１５ 問１４で、１に○をつけた方にお伺いします。 

お子さんの子育て（教育を含む）に関して、気軽に相談できる先は、誰（どこ）で 

すか。（あてはまるものすべてに○） 

１．祖父母等の親族 

２．友人や知人 

３．近所の人 

４．子育てひろば 

５．子ども家庭支援センター・保健所 

６．児童館 

７．子育てに関する民間団体（ＮＰＯ等） 

８．保育士 

９．幼稚園教諭 

１０．民生委員・児童委員 

１１．かかりつけの医師 

１２．インターネットも含むＳＮＳ等 

１３．子育てサークル 

１４．その他 

（               ） 

 

 

 

 
問１６ 地域に親子でつきあえる知人または友人などがいますか。（２つまで○） 

１．家族同様につきあっている人がいる 

２．必要なときに、子どもを預けられる人がいる 

３．レジャー等を楽しむことのできる人がいる 

４．気軽におしゃべりできる人がいる 

５．日常的にあいさつできる人がいる 

６．地域に親子でつきあえるような人などはいない 

 

問１７ あなたは、地域の人から見守られていると感じますか。（あてはまるもの１つに○） 

１．とても見守られている 

２．どちらかと言えば見守られている 

３．どちらとも言えない 

４．どちらかと言えば見守られていない 

５．まったく見守られていない 

６．よくわからない 
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Ⅱ‐１ あて名のお子さんの保護者の就労状況についてお伺いします。 

Ⅱ 保育基盤づくりについて（保育サービス以外） 

 

 
 

問１８ あて名のお子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）を伺いま 

す。 

（１）母親【父子家庭の場合は記載不要】  （あてはまるもの１つに○） 

１．フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない 

２．フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である 

３．パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない 

４．パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護休業中である 

５．以前は就労していたが、現在は就労していない    

６．これまでに就労したことはない           

 ※フルタイム：１週５日程度・１日８時間程度の就労 
パート・アルバイト等：「フルタイム」以外の就労 
 

（1）-1 問１８（１）で、1から4までのいずれかに○をつけた方にお伺いします。 

1週あたりの「就労日数」、１日あたりの「就労時間（残業時間含む）」を（ ）

内にお答えください。就労日数や就労時間が一定でない場合は、もっとも多い

パターンについてお答えください。産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る

前の状況についてお答えください。 

１週あたり （    ）日      １日あたり （    ）時間 

 

（1）-2 問１８（１）で、1から4までのいずれかに○をつけた方にお伺いします。 

家を出る時間と帰宅時間を（ ）内にお答えください。時間が一定でない場合

は、もっとも多いパターンでお答えください。産休・育休・介護休業中の方は、

休業に入る前の状況についてお答えください。 

（※時間は必ず24時間制でお答えください） 

家を出る時間 （    ）時     帰宅時間 （    ）時 

 

（２）父親【母子家庭の場合は記載不要】  （あてはまるもの１つに○） 

１．フルタイムで就労しており、育休・介護休業中ではない 

２．フルタイムで就労しているが、育休・介護休業中である 

３．パート・アルバイト等で就労しており、育休・介護休業中ではない 

４．パート・アルバイト等で就労しているが、育休・介護休業中である 

５．以前は就労していたが、現在は就労していない    

６．これまでに就労したことはない           

 

 



7 

（2）-1 問１８（２）で、1から4までのいずれかに○をつけた方にお伺いします。 

１週あたりの「就労日数」、１日あたりの「就労時間（残業時間含む）」を（ ）

内にお答えください。就労日数や就労時間が一定でない場合は、もっとも多いパ

ターンについてお答えください。育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況

についてお答えください。 

１週あたり  （   ）日   １日あたり（   ）時間 

 

（2）-2 問１８（２）で、1から4までのいずれかに○をつけた方にお伺いします。 

家を出る時間と帰宅時間を（ ）内にお答えください。時間が一定でない場合は、

もっとも多いパターンでお答えください。育休・介護休業中の方は、休業に入る

前の状況についてお答えください。 

（※時間は必ず24時間制でお答えください） 

家を出る時間 （   ）時   帰宅時間 （   ）時 

 

問１９ 問１８の（１）母親または（２）父親で、３または4（パート・アルバイト等で就労）

に○をつけた方にお伺いします。フルタイムへの転換希望はありますか。（母親）と

（父親）それぞれについてお答えください。（あてはまるもの１つに○） 

母親 

１．フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある 

２．フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない 

３．パート・アルバイト等の就労を続けることを希望 

４．パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい 

父親 

１．フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある 

２．フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない 

３．パート・アルバイト等の就労を続けることを希望 

４．パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい 

 

問２０ 問１８の（１）母親または（２）父親で、5または6（現在就労していない・就労し

たことがない）に○をつけた方にお伺いします。就労したいという希望はありますか。

あてはまる番号・記号それぞれ１つに○をつけ、該当する（ ）内に数字をご記入く

ださい。 

母親 

１．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２．１年より先、一番下の子どもが（   ）歳になったころに就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

⇒希望する就労形態  ア．フルタイム 

            イ．パートタイム・アルバイト等 

            →１週あたり（   ）日 １日あたり（    ）時間 
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Ⅱ‐２ 育児休業や短時間勤務制度など 

仕事と子育ての両立支援制度についてお伺いします。 

父親 

１．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２．１年より先、一番下の子どもが（   ）歳になったころに就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

⇒希望する就労形態  ア．フルタイム 

            イ．パートタイム・アルバイト等 

            →１週あたり（   ）日 １日あたり（    ）時間 

 
 
 
 
 
 
 
問２１ あて名のお子さんが生まれた時、育児休業制度を取得しましたか。母親と父親それぞ

れについてお答えください。（あてはまるもの１つに○）また、「３．取得していな

い」に○をつけた方は、その理由をご記入ください。 

母親（いずれかに○） 父親（いずれかに○） 

１．働いていなかった 

２．取得した（取得中である） 

３．取得していない 

 ⇒ 

１．働いていなかった 

２．取得した（取得中である） 

３．取得していない 

⇒ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった 

２．仕事が忙しかった 

３．（産休後に）仕事に早く復帰したかった 

４．仕事に復帰するのが難しそうだった 

５．昇給・昇格などが遅れそうだった 

６．収入減となり、経済的に苦しくなる 

７．保育所（園）などに預けることができた 

８．配偶者が育児休業制度を利用した 

９．配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、制度を利用 

する必要がなかった 

10．子育てや家事に専念するため退職した 

11．職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めがなかった） 

12．有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった 

13．育児休業を取得できることを知らなかった 

14．産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を取得できることを知らず、退職した 

15．その他（                             ） 

取得していない理由（下から番号を選んでご

記入ください）（あてはまるものすべて） 

（    ） 

取得していない理由（下から番号を選んでご

記入ください）（あてはまるものすべて） 

（    ） 
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問２２ 問２１で、２に○をつけた方にお伺いします。 

育児休業取得後、職場に復帰しましたか。（あてはまるもの１つに○） 

母親 

１．育児休業取得後、職場に復帰した    

２．現在も育児休業中である        

３．育児休業中に離職した         

父親 

１．育児休業取得後、職場に復帰した    

２．現在も育児休業中である        

３．育児休業中に離職した         

 

問２３ 問２２で、1に○をつけた方にお伺いします。 

育児休業から職場に復帰したのは、年度初めの保育所入所に合わせたタイミングで

したか。あるいは、それ以外でしたか。 （あてはまるもの１つに○） 

※年度初めでの認可保育所入所を希望して、１月～２月頃復帰して一時的に認可外

保育所に入所した場合なども１にあてはまります。また、年度初めでの入所を希望

して復帰したが、実際には希望する保育所に入所できなかったという場合も１を選

択してください。 

母親 

１．年度初めの入所に合わせたタイミングだった 

２．それ以外だった 

父親 

１．年度初めの入所に合わせたタイミングだった 

２．それ以外だった 

 

問２４ 問２２で、1に○をつけた方にお伺いします。 

育児休業から、「実際」に職場復帰したのはお子さんが何歳何ヵ月の時でしたか。

また、お勤め先の育児休業の制度の期間内で、何歳何ヵ月のときまで取りたかった

ですか。（ ）内に数字でご記入ください。 

母親 

実際の取得期間 （   ）歳（   ）ヵ月 希望 （   ）歳（   ）ヵ月 

父親 

実際の取得期間 （   ）歳（   ）ヵ月 希望 （   ）歳（   ）ヵ月 
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問２５ 問２２で、1に○をつけた方にお伺いします。 

お勤め先に、育児のために３歳まで休暇を取得できる制度があった場合、「希望」

としてはお子さんが何歳何ヵ月のときまで取りたかったですか。 

（ ）内に数字でご記入ください。 

母親 

（   ）歳 （   ）ヵ月 

父親 

（   ）歳 （   ）ヵ月 

 

問２６ 問２４で、実際の復帰と希望の復帰が異なると回答した方にお伺いします。 

希望の時期に職場復帰しなかった理由についてお伺いします。 

（１）「希望」より早く復帰した方 （あてはまるものすべてに○） 

母親 

１．希望する保育所に入るため 

２．配偶者や家族の希望があったため 

３．経済的な理由で早く復帰する必要があった 

４．人事異動や業務の節目の時期に合わせるため 

５．その他（                            ） 

父親 

１．希望する保育所に入るため 

２．配偶者や家族の希望があったため 

３．経済的な理由で早く復帰する必要があった 

４．人事異動や業務の節目の時期に合わせるため 

５．その他（                            ） 

 

（２）「希望」より遅く復帰した方 （あてはまるものすべてに○） 

母親 

１．希望する保育所に入れなかったため 

２．自分や子どもなどの体調が思わしくなかったため 

３．配偶者や家族の希望があったため 

４．職場の受け入れ態勢が整っていなかったため 

５．子どもをみてくれる人がいなかったため 

６．その他（                            ） 

父親 

１．希望する保育所に入れなかったため 

２．自分や子どもなどの体調が思わしくなかったため 

３．配偶者や家族の希望があったため 

４．職場の受け入れ態勢が整っていなかったため 

５．子どもをみてくれる人がいなかったため 

６．その他（                            ） 
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Ⅲ 保育サービスの利用状況についてお伺いします。 

問２７ 子育てをしながら仕事を行う場合の課題と思われることは何ですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

１．子どもと過ごす時間が短い 

２．家事、育児の負担が大きい 

３．職場での理解不足 

４．子どもの習い事の送迎等を提供できていない 

５．保育園、病児保育等の施設不足 

６．配偶者・パートナーとの関係性 

７．希望する職務に就けない等、キャリアへの影響 

８．その他（                                ） 

９．特になし 

 

Ⅲ 保育サービスについて 
 

 

 
問２８ 幼稚園や保育所などの「定期的な教育・保育事業」の利用状況についてお伺いします。

※ここでいう「定期的な教育・保育事業」とは、月単位で定期的に利用している事業

を指します。具体的には、幼稚園や保育所など、問２９に示す事業が含まれます。 

あて名のお子さんは現在、幼稚園や保育所などの「定期的な教育・保育の事業」を利

用されていますか。（あてはまるもの１つに○） 

１．利用している         ２．利用していない     

 

問２９ 問２８で、1に○をつけた方にお伺いします。 

あて名のお子さんは、平日どのような教育・保育の事業を利用していますか。年間を

通じて「定期的に」利用している事業をお答えください。 

（あてはまるものすべてに○） 

１．幼稚園（通常の就園時間の利用） 

２．幼稚園の預かり保育（通常の就園時間を延長して預かる事業のうち定期的な利用のみ） 

３．認可保育所（国が定める最低基準に適合した施設で都道府県等の認可を受けた 

        定員２０人以上のもの） 

４．認定こども園（幼稚園と保育施設の機能を併せ持つ施設） 

５．小規模な保育施設（国が定める最低基準に適合した施設で市町村の認可を受けた 

           定員概ね６～１９人のもの） 

６．家庭的保育（保育者の家庭等で５人以下の子どもを保育する事業 ※保育ママ） 

７．事業所内保育施設・企業主導型保育事業 （企業が主に従業員用に運営する施設） 

８．自治体の認証・認定保育施設（認可保育所ではないが、自治体が認証・認定した施設） 

９．その他認可外の保育施設 

10．居宅訪問型保育（ベビーシッターのような保育者が子どもの家庭で保育する事業） 

11．ファミリー・サポート・センター（地域住民が子どもを預かる事業） 

12．その他（                             ） 



12 

問３０ 問２８で、1 に〇をつけた方にお伺いします。平日に定期的に利用している教育・

保育の事業について、どのくらい利用していますか。また、希望としてはどのくら

い利用したいですか。１週あたり何日、１日あたり何時間（何時から何時まで）か

を、（ ）内に具体的な数字でお答えください。 

（※時間は必ず２４時間制でお答えください） 

（１）現在 

１週当たり （  ）日 １日あたり（  ）時間  （  ）時から（  ）時 

（２）希望 

１週当たり （  ）日 １日あたり（  ）時間  （  ）時から（  ）時 

 

問３１ 問２８で、1に〇をつけた方にお伺いします。現在、利用されている教育・保育

の事業の実施場所についてお答えください。（あてはまるもの１つに○） 

１．居住している市区町村内       ２．他の市区町村 

 

問３２ 問２８で、２に○をつけた方にお伺いします。 

利用していない主な理由をお答えください。（あてはまるものすべてに○） 

１．（子どもの教育や発達のため、子どもの母親か父親が就労していないなどの理由で）
利用する必要がない 

２．子どもの祖父母や親戚の人がみている 

３．近所の人や父母の友人・知人がみている 

４．利用したいが、教育・保育の事業に空きがない 

５．利用したいが、経済的な理由で事業を利用できない 

６．利用したいが、延長・夜間等の場所や時間帯の条件が合わない 

７．利用したいが、事業の質や場所など、納得できる事業がない 

８．子どもがまだ小さいため。（   歳くらいになったら預けようと考えている） 

９．どこを利用すればいいかわからない 

１０．どのように利用すればいいかわからない 

１１．その他（                               ） 

 

問３３ 問２９で、１または1と２に○をつけた方にお伺いします。幼稚園を利用する理由・

条件を教えてください。（あてはまるものすべてに○） 

１．園の方針と家庭の方針が一致している ５．送迎バスや給食が充実している 

２．他に無い特色ある教育を行っている     ６．保育所に入れなかった 

３．預かり保育が安価に利用できる  ７．その他（          ） 

４．自宅から近い 
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問３４ 現在、利用している、利用していないにかかわらず、あて名のお子さんの平日の教

育・保育の事業として、「定期的に」利用したいと考える事業をお答えください。な

お、これらの「保育サービス」の利用には、一定の利用者負担が発生します。（例）

認可保育所の場合、世帯収入に応じた利用料が設定されています。（あてはまるもの

すべてに○） 

１．幼稚園（通常の就園時間の利用） 

２．幼稚園の預かり保育（通常の就園時間を延長して預かる事業のうち定期的な利用のみ） 

３．認可保育所（国が定める最低基準に適合した施設で都道府県等の認可を受けた定員  
２０人以上のもの） 

４．認定こども園（幼稚園と保育施設の機能を併せ持つ施設） 

５．小規模な保育施設（国が定める最低基準に適合した施設で市町村の認可を受けた 

定員概ね６～１９人のもの） 

６．家庭的保育（保育者の家庭等で５人以下の子どもを保育する事業 ※保育ママ） 

７．事業所内保育施設・企業主導型保育事業 （企業が主に従業員用に運営する施設） 

８．自治体の認証・認定保育施設（認可保育所ではないが、自治体が認証・認定した施設） 

９．その他認可外の保育施設 

１０．居宅訪問型保育（ベビーシッターのような保育者が子どもの家庭で保育する事業） 

１１．ファミリー・サポート・センター（地域住民が子どもを預かる事業） 

１２．その他（                                ） 

 

問３５ 教育・保育の事業を利用したい場所についてお答えください。 

（あてはまるもの１つに○） 

１．居住している市区町村内       ２．他の市区町村 

 

問３６ 問３４で、１または１と２に○をつけ、かつ３から１２までのいずれかにも◯をつけ

た方にお伺いします。特に幼稚園（幼稚園の預かり保育をあわせて利用する場合を含

む）の利用を強く希望しますか。（あてはまるもの１つに○） 

１．はい                ２．いいえ   

 

問３７ 問２８で、平日の定期的な教育・保育の事業を利用していると回答した方にお伺いし

ます。この１年間に、あて名のお子さんが病気やケガで通常の事業が利用できなかっ

たことはありますか。（あてはまるもの１つに○） 

１．あった               ２．なかった   
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問３８ 問３７で、1 に〇をつけた方にお伺いします。あて名のお子さんが病気やケガで普
段利用している教育・保育の事業が利用できなかった場合に、この１年間に行った
対処方法としてあてはまるものすべてに○をつけ、それぞれの日数も（ ）内に数
字でご記入ください。（半日程度の対応の場合も１日とカウントしてください。） 

 1 年間の対処方法 日数 

１．あった ア． 父親が休んだ                 

イ． 母親が休んだ                 

ウ． （同居者を含む）親族・知人に預けた      

エ． 就労していない保護者がみた          

オ． 病児・病後児の保育サービスを利用した     

カ． ベビーシッターを頼んだ            

キ． 仕方なく子どもだけで留守番をさせた      

ク． その他（                ）  

（  ）日 

（  ）日 

（  ）日 

（  ）日 

（  ）日 

（  ）日 

（  ）日 

（  ）日 

２．なかった 

 

問３９ 問３８で、アやイに〇をつけた方にお伺いします。その際、「できれば病児・病後児

のための保育施設等を利用したい」と思われましたか。（あてはまるもの１つに○） 

また、「1．」に○をつけた方は、日数も（ ）内に数字でご記入ください。 

１．できれば病児・病後児保育施設等を利用したい ⇒ （   ）日  

２．利用したいとは思わない                     

 

問４０ 問３８で、キに○をつけた方に伺います。ショートステイの利用意向はありますか。

（あてはまるもの１つに○） 

また、「1．」に○をつけた方は、日数も（ ）内に数字でご記入ください。 

１．利用したい        ⇒ （   ）日 

２．利用する必要はない 

 

問４１ 問３８で、ウからクまでのいずれかに○をつけた方にお伺いします。 

その際、「できれば父母のいずれかが仕事を休んで看たい」と思われましたか。 

（あてはまるもの１つに○） 

また、「1．」に○をつけた方は、日数も（ ）内に数字でご記入ください。 

１．できれば仕事を休んで看たい ⇒ （   ）日  

２．休んで看ることは非常に難しい          

 

問４２ 病児・病後児保育について、利用したことがある、なしにかかわらず、感じているこ

とを教えてください。（あてはまるものすべてに○） 

１．子どもの負担が大きい 

２．初めての場所で知らないスタッフの保育を受けさせることに抵抗がある 

３．自宅近くにない 

４．利用料が高い 

５．利用するための手続き等が煩雑である 

６．申込みをしても定員が一杯で断られることが多い 

７．その他（                               ） 

８．特になし 
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問４３ あて名のお子さんについて、日中の定期的な保育や病気のため以外に、私用（冠婚

葬祭、リフレッシュ等）、親の通院、不定期の就労等の目的で不定期に利用している

事業はありますか。（あてはまるものすべてに○） 

また、○をつけた各項目に、日数も（ ）内に数字でご記入ください。 

なお、これらの「保育サービス」の利用には、一定の利用者負担が発生します。 

利用している事業・日数（年間） 

１．一時預かり                        ⇒ （   ）日 

 （私用など理由を問わずに保育所などで一時的に子どもを保育する事業） 

２．幼稚園の預かり保育                    ⇒ （   ）日 

 （通常の就園時間を延長して預かる事業のうち不定期に利用する場合のみ） 

３．ファミリー・サポート・センター              ⇒ （   ）日 

 （地域住民が子どもを預かる事業） 

４．夜間養護等事業：トワイライトステイ            ⇒ （   ）日 

 （児童養護施設等で夕方から夜間まで、子どもを預かる事業） 

５．ベビーシッター                      ⇒ （   ）日 

 （地域住民が子どもを預かる事業） 

６．その他（                              ） 

７．利用していない   

 

問４４ 問４３で、1から6までのいずれかに○をつけた方にお伺いします。 

あて名のお子さんについて、私用（冠婚葬祭、リフレッシュ等）、親の通院、不定期

の就労等の目的で、年間何日くらい事業を利用する必要があると思いますか。（あて

はまるものすべてに○） 

また、○をつけた各項目に、日数も（ ）内に数字でご記入ください。なお、これら

の「保育サービス」の利用には、一定の利用者負担が発生します。 

１．利用したい 計（  ）日 

 ア．私用（買物、習い事等）、リフレッシュ目的 

イ．冠婚葬祭、子どもの親の通院 

ウ．不定期の就労 

エ．その他（                 ） 

（  ）日 

（  ）日 

（  ）日 

（  ）日 

２．利用する必要はない  
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問４５ あて名のお子さんについて、保護者の用事により、泊りがけで年間何日くらい家族

以外に預ける必要があると思いますか。短期入所生活援助事業（ショートステイ）

（児童養護施設等で一定期間、子どもを保護する事業）の利用希望の有無について

当てはまる番号・記号すべてに○をつけ、必要な泊数をご記入ください（利用したい

泊数の合計と、目的別の内訳の泊数を（ ）内に数字でご記入ください。） 

なお事業の利用に当たっては、一定の利用料がかかります。 

 

１．利用したい 計（  ）泊 

 ア．冠婚葬祭 

イ．保護者や家族の育児疲れ・不安 

ウ．保護者や家族の病気 

エ．その他（                 ） 

（  ）泊 

（  ）泊 

（  ）泊 

（  ）泊 

２．利用する必要はない  

 

問４６ あて名のお子さんは、現在、地域子育て支援拠点事業（親子が集まって過ごしたり、

相談をしたり、情報提供を受けたりする場で、地域子ども家庭支援センター、保育園、

児童館などで開設され、「子育てひろば」と呼ばれています）を利用していますか。

（あてはまるものすべてに○） 

また、１や2に○をつけた方は、おおよその数字（頻度）もご記入ください。 

１．地域子育て支援拠点事業 

１週あたり （  ）回  もしくは １ヵ月あたり （  ）回 程度 

2．その他（                            ） 

 １週あたり （  ）回  もしくは １ヵ月あたり （  ）回 程度 

3．利用していない 

 

問４７ 問４６のような地域子育て支援拠点事業について、今は利用していないができれば

利用したい、あるいは、利用日数を増やしたいと思いますか。 

（あてはまるもの１つに○） 

また、１や2に○をつけた方は、おおよその数字（頻度）もご記入ください。 

１．利用していないが、今後利用したい 

１週あたり （  ）回  もしくは １ヵ月あたり （  ）回 程度 

2．すでに利用しているが、利用日数を増やしたい 

１週あたり 更に（  ）回 もしくは １ヵ月あたり 更に（  ）回 程度 

3．新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない 
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問４８ 下記の事業で知っているものや、これまでに利用したことがあるもの、今後、利用 

したいと思うものをお答えください。Ａ～Ｃすべてについて、あてはまるものすべ 

てにチェック  をいれてください。 

表紙の裏面に各事業の説明が記載されておりますので、ご参照ください。 

事業の種類 

Ａ Ｂ Ｃ 

知っている 
これまでに利用した

ことがある 
今後利用したい 

１ ママパパクラス □ □ □ 

2 家庭教育に関する学習講座 □ □ □ 

3 就学相談 □ □ □ 

4 保育所や幼稚園の園庭等の開放 □ □ □ 

5 児童館 □ □ □ 

6 

ファミリー・サポート・センター
（会員制による住民の一時預かりを

中心とした相互援助活動） 
□ □ □ 

7 
子ども家庭総合相談 
（子ども家庭支援センター） □ □ □ 

8 子育てサークル □ □ □ 

9 子育てひろば事業 □ □ □ 

10 
ひのっ子の子育て・子育ち 
「知っ得ハンドブック」 □ □ □ 

11 
子育て情報サイト 
「ぽけっとなび」 □ □ □ 

12 病児・病後児保育事業 □ □ □ 

13 ショートステイ事業 □ □ □ 

14 トワイライトステイ事業 □ □ □ 

15 一時保育事業 □ □ □ 

16 休日保育事業 □ □ □ 

17 夜間保育事業 □ □ □ 

18 認証保育所 □ □ □ 

19 学童クラブ □ □ □ 

20 
放課後子ども教室「ひのっ
ち」 □ □ □ 

21 放課後等デイサービス □ □ □ 

22 ひとり親家庭のしおり □ □ □ 

23 プレーパーク □ □ □ 

24 子ども食堂 □ □ □ 

25 無料塾 □ □ □ 
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Ⅳ あて名のお子さんとご家族の状況についてお伺いします。 

問４９ 普段どのような場所に遊びに行っていますか。（あてはまるものすべてに○） 

１．公園 

２．スポーツ施設・公民館・図書館等 

３．子育てひろば 

４．児童館 

５．ショッピングセンター等 

６．広場・空き地 

７．川、用水路など自然に触れられる場所 

８．プレーパーク 

９．友達の家 

１０．親族の家 

１１．その他（            ） 

 

問５０ どのような遊び場が欲しいですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．遊具がある所 

２．広い場所がある所 

３．自然がある所 

４．スポーツができる所 

５．アトラクションがある所 

６．自由に使える、無料の施設 

７．文化的な施設 

８．その他（             ） 

 

Ⅳ ご家族の状況について 

 

 
 
問５１ あて名のお子さんの生年月をお伺いします。 

西暦（   ）年（   ）月生まれ 

 
問５２ あて名のお子さんから見て、この記入票を記入したのはどなたですか。 

（あてはまるもの１つに○） 

１．母親        ３．母親と父親     ５．祖母 

２．父親        ４．祖父        ６．その他（        ） 

 
問５３ この調査票に回答いただいている方の配偶関係について伺います。 

（あてはまるもの１つに○） 

１．配偶者がいる    ２．配偶者はいない 

 

問５４ あて名のお子さんの身の回りの世話などを主に行っているのはどなたですか。お子 

さんからみた関係を教えてください。（あてはまるもの１つに○） 

１．主に母親      ３．父母ともに     ５．その他（        ） 

２．主に父親      ４．主に祖父母 
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Ⅴ 子どもの権利についてお伺いします。 

問５５ あなたが１日にお子さんと接する平均的な時間を教えてください。 

（ ）内に具体的な数字でお答えください。 

（           ）時間 

 

Ⅴ 子どもの権利について 

 
 
 
 
問５６ あなたは、子育てをしていて、子どもの気持ちを聴くように意識をしたことはありま

すか。（あてはまるものひとつに○） 

１．常にしている 

２．ときどきしている 

３．あまりしていない 

４．まったくしたことがない 

 

問５７ あなたは、「子ども条例」を知っていますか。（あてはまるものひとつに○） 

１．名前も内容も知っている 

２．名前は知っているが内容は知らない 

３．名前も内容も知らない 

 

問５８ 「子どもの権利」の中で知っているものはどれですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

１．いじめや虐待を受けないこと 

２．安心して居られる場所があること 

３．自分の考えを自由に言えて、その意見が尊重されること 

４．人と違う自分らしさが認められること 

５．自分の秘密が守られること 

６．学んだり遊んだり休息すること 

７．必要な情報を知ることや、必要な助言や手助けを受けられること 
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Ⅶ 最後に、日野市の子育て支援策についてお伺いします。 

Ⅶ 日野市の子育て支援について 

 

 
 
問５９ 市の子育て支援策として、今後何に力を入れていくべきだと思いますか。  

（あてはまるものすべてに○） 

１．妊娠・出産・乳幼児健診などの母子保健対策の充実 

２．保育料・教育費など子育て費用の助成 

３．保育サービスの充実 

４．子どもとの接し方や対応の仕方など子育ての悩み事相談窓口の充実 

５．子どもの発達・性格・癖など生活の中で少し気になることを相談できる場所の充実 

６．発達支援・特別支援教育の充実 

７．子育てに関する情報提供の充実 

８．子育て中の親や子どもが気軽に集うことのできる場所・機会の提供・充実 

９．子どもの権利を守る条例（日野市子ども条例）の周知・啓発 

１０．非行防止対策の充実 

１１．豊かな体験ができる文化スポーツ教室など生涯学習の充実 

１２．保育付き子育て講座の開催 

１３．犯罪から子どもを守る体制の整備 

１４．子どもへの虐待防止対策と体制の整備 

１５．家事・育児の男女共同参加の意識づくり 

１６．子育てしやすい労働環境づくりの企業への啓発 

１７．公園など遊び場の整備 

１８．子どもや親子連れの居場所の充実 

１９．その他（                               ） 

 

問６０ 子育て支援事業の情報はどこから入手しますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

１．親族（親、きょうだいなど） 

２．友人、知人 

３．子ども家庭支援センター、児童館、子育てひろば等 

４．市のホームページや広報誌、子育て情報サイト「ぽけっとなび」、パンフレット等 

５．インターネットも含む SNS（日野市以外のもの） 

６．テレビ、ラジオ、新聞 

７．市販の子育て雑誌、育児書 

８．地域の団体や民間団体（NPO 等） 

９．情報の入手方法がわからない 

１０．その他（                               ） 

 

問６１ 日野市における子育て環境や支援への満足度についてお答えください。 

（あてはまるもの１つに○） 

満足度が低い                          満足度が高い 

１       ２       ３       ４        ５ 
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問６２ 子どもを育てる環境として何を重視しますか。（あてはまるもの３つまで○） 

１．豊かな自然 

２．自由にのびのび遊べる場所 

３．安全に生活できるまち 

４．利便性の高い環境 

５．同年代の仲間、友達 

６．地域の人たちとのつながり 

７．学校や教育施設の充実 

８．保育園や学童クラブなどの保育・育成環境の充実 

９．児童館など子どもの居場所の充実 

１０．子育てで悩んだときに相談できる場所 

１１．その他（                           ） 

 

 

質問は以上で終わりです。国、東京都、日野市に対し、子育て支援策等に関するご意見やご

要望、また子育てに関してお悩みのこと等がございましたら、ご自由にご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。 


